




























































































































































































































































































































































































































































































































































よび市民の権利の宣言（Déclaration des droits de l’
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地であるアメリカで、『The Role of the Social Studies（社会
科の役割）』という小冊子が、全米社会科教育研究協議会に
よってまとめられた」。そのなかには「社会科教育の究極的目
的は、望ましい社会・市民的及び個人的行動（socio-civic and 
personal behavior）を育むことにある」といった文言が見ら
れる。この小冊子の記述を踏まえて、長谷川は「公民的資質」
について次のようにまとめている。「公民的資質とは、望ま
しい社会市民的行動力及び個人的行動力を身に付けるのに必
要な資質である。いわば、社会市民的資質である。」（長谷川
［2008：9-10］、下線強調はオリジナル）
₅）中央教育審議会答申「幼稚園、小学校、中学校、高等学校及
び特別支援学校の学習指導要領等の改善について」（平成20
年₁月17日）より。 
₆）グロティウスに関する説明は、大沼編［1987］の「第₃章　法
の概念」を参考にした。
₇）本論では十分に取り上げることのできなかった、私たちの
生活と人権とのかかわりに関するさまざまなポイントについ
て、網羅的に分かりやすく論じた文献として、たとえば横藤
田・中坂［2011］がある。
₈）貧困問題を私たちに突き付けられている深刻な倫理的な課題
として論じた啓発的な概説書として、馬淵［2015］がある。
₉）この問題に関連して井上［2010］は、近年、人権が法哲学の
分野においてグローバルな正義というテーマに関する中心的
な理念となっている実情を踏まえ、このテーマに関する人権
概念の位置づけを明確にしつつ、考えられるべきいくつかの
重要な問題について指摘している。
（令和元年₉月27日受理）
時代の変化に対応した、小学校社会科における人権の学びについての研究
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